
1.9 ～ 3.5 t クラス

推奨油圧ショベル質量

小型油圧ブレーカ

  高剛性一体型シリンダ＆シリンダライナ方式の採用。

  ピストンのセンタリング機構を更に進化させより安定した打撃性能が可能に。

  バックヘッドガス圧を高圧化することでより高い破砕性能を実現。

  ランニングコスト、メンテナンスコストを低減させる、部品点数が少ないシンプルな構造。

  モノブロック構造による低騒音化を実現。

  油圧ショベルの油量レンジのワイド化にベストマッチ。

小型油圧ブレーカに求められる全ての性能を高い次元で結実。

“スルーボルトレス＋アキュムレータレス”の高機能油圧ブレーカです。



お問合せは

● ご使用されるときは「取扱説明書」をよくお読みのうえ正しくご使用ください。
● 故障や事故を防ぐため、機械の定期的な点検整備を必ず行ってください。
● 油圧ブレーカの運転には、「車両系建設機械（解体用）運転技能講習」と「車両系建設機械（整地・積込・運搬・掘削）運転技能講習」の両方の運転資格が必要です。
● 特定自主検査は厚生労働大臣または労働基準監督局長の登録を受けた検査業者で検査を行うよう義務づけられています。
● 本カタログの掲載写真および装備は、改良などによりお届けします製品と異なる場合があります。また、仕様は予告なく変更することがあります。

Model Ｆｘ３５α

総質量 ※1

サイドブラケット仕様 kg 131
SS-Box仕様 kg 168
ブラケット仕様（縦型） kg 129
ST-Box仕様（縦型）※2 kg 167

全長

サイドブラケット仕様 mm 1,027
SS-Box仕様 mm 1,123
ブラケット仕様（縦型） mm 1,172
ST-Box仕様（縦型）※2 mm 1,195

打撃数 min-1 600～1,300
所要油量 ℓ/min 24～52
作動油圧 MPa 12～16
ロッド径 ※3 mm 52
推奨油圧ショベル質量 ※4 ton 1.9～3.5

メンテナンスコストの削減

ランニングコストの低減

安定した打撃性能

低騒音化設計

都市部の解体現場で活躍する

超低騒音仕様は、ブレーカ本体を密閉型のボックスフレー
ム内に保持することで、不快と感じる金属打撃音（高周波
音域）を抑制し音漏れを低減することでより一層の静音化
を追求した技術です。
ボルトオンタイプのブラケットに比べ、打撃騒音と振動とを
大幅に低減し、オペレータの疲労を大幅に軽減します。
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